










































































































































































































































































































































































する。過酷な運命が初めて汝の中に愛の力を駆り立てる」（Das Ungewollte gerade 














（2） 上掲書、535 頁―540 頁、540―541 頁、545 頁。
（3） O・F ボルノウ『実存主義と教育学』、シュツットガルト、1959 年、105 頁以下。
（4） 私のエッセイ『生の経験』チュービンゲン、1947 年を参照。
（5） エドゥアルト・シュプランガー『生まれながらの教育者』第二版、ハイデルベルグ、1960 年、
17 頁以下を参照。
（6） エーリッヒ・カウフマン、『法理念と法』全集第Ⅲ巻、ゲッチンゲン、1960 年の序文参照。
